
全トヨタ労連 ３０期（前）統一テーマ 経過報告シート           西久保グループ       活動期間：2022 年 4 月～ 6 月 

産業目線 

【活動選定項目】   ①カーボンニュートラル（CN）への対応 

具体的取り組み項目 
次世代自動車の普及促進 
・令和 4 年策定予定の「第 2 期幸田町環境基本計画」へカーボンニュートラル実現に向けた具体的項目および数値目標を反映する 

前回まで 

活動状況 

・「第 2 次環境基本計画」令和 4 年 7 ⽉前後に計画の⾻格を作り、事前情報として議員も含め内容確認予定。（国県のガイドラインを基に各項目の数値目標などを反映する） 
・12 ⽉末までに形にし令和 5 年 2 ⽉の協議会に諮る。「地球温暖化対策実⾏計画」も併せて策定予定 など 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

 

 

主な取り組み 
〇議会での質疑など 

広報こうたなどの既存媒体を活⽤した周知・啓発が⾏われた。 
事業費は 1262 万円、各補助⾦額は昨年同⽔準とし、新たに V2H を追
加（右表赤枠）。 
 

〇各委員会 
6 ⽉ 22 ⽇議会運営委員会 
議⻑⾞更新（FCV 化）は次年度繰越が懸念( 6 ⽉ 1 ⽇に FCV 新規オ
ーダー停⽌のため)されることから⽅向性を議論した。 
⾏政が町⺠へ範を⽰し、インフラ普及と併せて積極的に促進させる観点な
どから、⾞種変更しないことを委員へ働きかけ、全員の賛同を得て受注再
開を待つ⽅針とした。 

 
〇その他、働きかけなど 

・環境経済部次⻑への働きかけ 
役場でのフードドライブを継続して定期実施する。ごみの減量⾯でも、
積極的に温暖化対策を推進中。 

 ・財政課⻑への働きかけ 
役場⾮常⽤発電機の更新により稼働時の燃費は５%程度の良化が
期待でき、付加価値として脱炭素化へも寄与するもの。 
⼩さくても良い取り組みを数値化して積極的にアピールし、関係各署の
参画⽀援に繋げるよう提⾔。 

【図や活動の様子が分かる写真など】  ＜広報こうたなどを活⽤した周知・啓発＞ 
＜町⻑ 2 期目公約の記載＞ 

今後の活動 
・継続的な町職員に対する正しい知識の周知および、町議会の意識啓発と具体的施策、目標値の共有。町既存媒体を活⽤した町⺠への発信。 
・必要に応じ、県や関係団体への対策要望などの情報共有⽀援を継続する。 

 

幸田町 所属議員 田境 毅 

 

 
新規 
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